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広報新宿の個別配達に関するお問い合わせは、広報新宿個別配達コールセンター☎（5358）9537（土・日曜日、祝日等を除く午前8時30分～午後5時15分）・FAX（3361）0755へ。

プログラム 日時・定員 会場 内容

1長唄三味線を
弾いてみましょう

3月18日㈫
▶午後3時～4時30分
▶午後6時30分～8時

（各回15名）

芸能花伝舎
（西新宿6-12-30）

歌舞伎や日本舞踊でお
なじみの長唄三味線の
演奏体験

2和の伝統工芸、
組紐を楽しむ

3月19日㈬
▶午後3時～4時30分
▶午後6時30分～8時

（各回20名）

道明神楽坂教室
（神楽坂6-75）

▶組紐の歴史を学び、
作品を鑑賞
▶組紐ストラップを組み
上げて組紐技術を体験

3能楽堂で「能」
体験！

3月21日㈮
▶午後3時～4時30分
▶午後6時30分～8時

（各回24名）

矢来能楽堂
（矢来町60）

▶能舞台・能楽にまつわ
る講話
▶謡

うたい
・仕
し ま い

舞を体験

4絵
え ぎ ぬ

絹による日
本画体験～若冲
の技法に挑戦

3月30日㈰
午前10時30分～午後3時

（昼食休憩1時間を含む。
昼食は各自用意）

（20名）

芸能花伝舎
（西新宿6-12-30）

伊藤若冲「動
どうしょくさいえ

植綵絵」の
「菊

きっかりゅうすいず
花流水図」の部分

模写を体験

当事者・経験者と学び合おう！「ひきこもり」「生きづらさ」を
テーマにした当事者やご家族のための出張おはなしサロン 特別編

春春のの文化体験プログラム参加者募集文化体験プログラム参加者募集

日本画

能

組紐

長唄三味線

ひきこもりや生きづらさについて
当事者・経験者とともに語りませんか
　10月から実施しているひきこもりや生きづらさがテーマのお
はなしサロンの特別編です。ひきこもりや生きづらさについて、シンポジウ
ムや当事者・経験者を交えたグループトークを通して、一緒に考えてみませ
んか。
日 3月3日㈪午後2時30分～4時30分（午後2時開場）

場牛込簞笥地域センター（簞笥町15）
対ひきこもりの方・生きづらさを抱える方、ご家族・支援者ほか、50名程度
講NPO法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会ほか
申 2月10日㈪から電話かファックス（4面記入例のとおり記入）で予約専用ダ
イヤル☎（5273）3184・FAX（3209）0278へ。先着順。
問区ひきこもり総合相談窓口（第2分庁舎1階生活福祉課生活支援係内） 
☎（5273）3853

日時・会場等 下表のとおり
対16歳以上
費各プログラム100円（保険料等）
申はがきかファックス（4面記入例のほかプログラム名（1～4の別）・123は希望時間を
記入）で2月26日（必着）までに問合せ先へ。応募者多数の場合は区内在住の方を優先して
抽選。
問文化観光課文化観光係（〒160-8484歌舞伎町1-5-1、第1分庁舎6階）☎（5273）
4069・FAX（3209）1500

地域防災講演会
令和の時代の新防災セミナー
～大切な家族を守り抜く防災備蓄術
　各家庭の防災対策を充実させるための講演会です。
日 3月2日㈰午後2時～3時30分（午後1時30分開場）
講岡部梨恵子（右写真。防災アドバイザー）
場 申当日直接、牛込簞笥区民ホール（簞笥町15）へ。先着300名。手話通訳
あり。
問危機管理課地域防災係☎（5273）3874

前回の様子
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